
様式2

都市再生整備計画　事後評価シート

裏磐梯地区

平成30年４月

福島県北塩原村



様式２－１　評価結果のまとめ

都道府県名 面積 850ha

交付期間 38.40%

基幹事業

提案事業

基幹事業

提案事業

基幹事業

提案事業

当　初

変　更

単位 基準年度 目標年度 モニタリング 評価値
あり

なし

あり

なし

あり

なし

あり

なし

あり

なし

単位 基準年度 目標年度 モニタリング 評価値

 ４）定性的な効果
　　発現状況

●

 １）事業の実施状況

活用予定だった施設の老朽化が激しく、補強費用等が当初の見込
み以上となったため。

削除/追加の理由

当初計画に
位置づけ、

実施した事業

事業名

当初計画
から

削除した
事業

多目的交流施設整備事業、スポーツ公園整備事業、拠点駐車場・広場整備事業、村道整備事業

交付期間の変更による事業、
指標、数値目標への影響

拠点駐車場にトイレ・休憩室を設置することで、観光客の利便性の
向上を図るため。

実施内容 実施状況

6,036

1年以内の
達成見込み

282257 平成24

平成24 4,100 平成28

平成28

目標
達成度

〇

数　　値 効果発現要因
（総合所見）

フォローアップ
予定時期

従前値 目標値

3,661 〇

280
観光客が必ず立ち寄る五色沼周辺にトイ
レ・休憩室を整備したことにより、観光客の
周遊性が向上した。
トイレ・休憩室前に大型駐車場が整備され、
裏磐梯地区全体の駐車容量が増加したこ
とにより、円滑な交通に貢献した。

指　標

指標２

指標４

指標３

道路交通量 台/12h

指標1 観光客入込者数 万人/年

 ３）その他の数値指標
　　（当初設定した数値
　　目標以外の指標）に
　　よる効果発現状況

指　標

指標５

その他の
数値指標1

その他の
数値指標２

従前値

 ２）都市再生整備計画
　　に記載した目標を
　　定量化する指標
　　の達成状況

無し

無し

 ５）実施過程の評価

その他の
数値指標３

今後の対応方針等

モニタリング

都市再生整備計画に記載し、実施できた

都市再生整備計画に記載はなかったが、実施した

都市再生整備計画に記載したが、実施できなかった

まちづくり活動推進事業における住民参加
（ワークショップ）

都市再生整備計画に記載し、実施できた

都市再生整備計画に記載はなかったが、実施した

都市再生整備計画に記載したが、実施できなかった

都市再生整備計画に記載し、実施できた

都市再生整備計画に記載はなかったが、実施した

都市再生整備計画に記載したが、実施できなかった

住民参加
プロセス

持続的なまちづくり
体制の構築

フォローアップ
予定時期

目標
達成度

1年以内の
達成見込み

効果発現要因
（総合所見）

数　　値目標値

平成25年度～平成29年度 平成29年度事後評価実施時期

福島県 市町村名 北塩原村

596.6百万円

裏磐梯地区

交付対象事業費 国費率

地区名

事業名

多目的交流施設整備事業

公共桟橋整備事業

交付期間
の変更

地域協議体活動事業、公共桟橋整備事業

新たに追加し
た事業

拠点駐車場付随施設整備事業

削除/追加による目標、指標、数値目標への影響

計画期間内の事業完了が見込めなくなったため。 無し



様式２－２　地区の概要

単位：万人/年 257 H22 280 H29 282 H28

単位：台/12h 3,661 H22 4,100 H29 6,036 H28

単位： H H H

単位： H H H

単位： H H H

目標値 評価値

裏磐梯地区（福島県北塩原村）　都市再生整備計画事業の成果概要

従前値まちづくりの目標 目標を定量化する指標

道路交通量

観光客入込者数

【大目標】　湖を核とした新たな観光ブランドの確立と観光施設の再整備によるおもてなしの観光地・裏磐梯の形成
　＜目標１＞風評被害の払しょくによる震災前水準への観光客入込数の回復
　＜目標２＞観光基盤施設の整備による魅力あるツーリズム活動が可能な観光地づくり
　＜目標３＞村民・観光客に安全・安心な観光地づくり

今後のまちづくり
の方策

（改善策を含む）

・住民と観光客の交流機会の提供
・五色沼入口観光プラザを核とした観光拠点の機能強化
・地域コミュニティ拠点の機能強化

まちの課題の変化

・本事業により整備した五色沼入口観光プラザや（仮）裏磐梯多目的グラウンドの活用など、観光需要の掘り起こしによる通年観光の推進
・行政や民間事業者、住民が一体となった観光まちづくりの推進

五色沼入口観光プラザ

（拠点駐車場・広場・トイレ・休憩室）

（仮）裏磐梯多目的グラウンド

（公園事業）



（１）成果の評価
　　添付様式１－①　都市再生整備計画に記載した目標の変更の有無

　　添付様式１－②　都市再生整備計画に記載した事業の実施状況（完成状況）

　　添付様式２－①　都市再生整備計画に記載した数値目標の達成状況

　　添付様式２－②　その他の数値指標（当初設定した数値目標以外の指標）により計測される効果発現の計測

　　添付様式２－参考記述　定量的に表現できない定性的な効果発現状況

（２）実施過程の評価
　　添付様式３－①　モニタリングの実施状況

　　添付様式３－②　住民参加プロセスの実施状況

　　添付様式３－③　持続的なまちづくり体制の構築状況

（３）効果発現要因の整理
　　添付様式４－①　効果発現要因の整理にかかる検討体制

　　添付様式４－②　数値目標を達成した指標にかかる効果発現要因の整理

　　添付様式４－③　数値目標を達成できなかった指標にかかる効果発現要因の整理

（４）今後のまちづくり方策の作成
　　添付様式５－①　今後のまちづくり方策にかかる検討体制

　　添付様式５－②　まちの課題の変化

　　添付様式５－③　今後のまちづくり方策

　　添付様式５－参考記述　今後のまちづくり方策に関するその他の意見

　　添付様式５－④　目標を定量化する指標にかかるフォローアップ計画

　　添付様式６　当該地区のまちづくり経験の次期計画や他地区への活かし方

　　添付様式６－参考記述　今後、都市再生整備計画事業の活用予定、又は事後評価を予定している地区の名称（当該地区の次期計画も含む）

（５）事後評価原案の公表
　　添付様式７　　事後評価原案の公表

（６）評価委員会の審議
　　添付様式８　　評価委員会の審議

（７）有識者からの意見聴取
　　添付様式９　　有識者からの意見聴取

都市再生整備計画　事後評価シート
（添付書類）



添付様式１－①　都市再生整備計画に記載した目標の変更の有無

あり なし

〇

〇

〇

〇

変更理由変更後変更前

Ｂ．目標を定量化する指標

Ｃ．目標値

（１） 成果の評価

変更

Ａ．まちづくりの目標

Ｄ．その他（　　　　　　　　　　　　　）



添付様式１－②　都市再生整備計画に記載した事業の実施状況（事業の追加・削除を含む）

事業費 事業費 完成 完成見込み

道路 60 48 〇

公園 220 264 〇

河川

下水道

駐車場有効利
用システム

地域生活基盤
施設

200 145 〇

高質空間形成
施設

高次都市施設

既存建造物活
用事業

480 0 事業の削除

都市再生交通
拠点整備事業

土地区画整理
事業（都市再
生）

住宅市街地
総合整備事業

当初計画からの
変更の概要 ※1

（事業の削除・追加を含む）

事後評価時の完成状況
都市再生整備計画に記載した

まちづくり目標、目標を定量化する指標、数値目標等への影響

拠点駐車場・広場整備

多目的交流施設

当初計画

多目的グラウンドを
整備

事業箇所名 事業内容

村道五色沼線

スポーツ公園

五色沼に続く村道を
拡幅

廃ホテル跡に駐車場
と公園を整備

休暇村旧館を多目
的ホールや避難場
所として整備

※１：事業費の大幅変更、新規追加がある場合は理由を明記のこと

基幹事業

事業
事業内容

最終変更計画



添付様式１－②　都市再生整備計画に記載した事業の実施状況（事業の追加・削除を含む）

事業費 事業費 完成 完成見込み

地区再開発事
業

バリアフリー環
境整備事業

優良建築物等
整備事業

住宅市街地
総合整備
事業

街なみ環境整
備事業

住宅地区改良
事業等

都心共同住宅
供給事業

公営住宅等整
備

都市再生住宅
等整備

防災街区整備
事業

最終変更計画 当初計画からの
変更の概要 ※1

（事業の削除・追加を含む）

※１：事業費の大幅変更、新規追加がある場合は理由を明記のこと

事業箇所名

基幹事業

事業
事業内容

当初計画

事業内容

都市再生整備計画に記載した
まちづくり目標、目標を定量化する指標、数値目標等への影響

事後評価時の完成状況



事業費 事業費 完成 完成見込み

129 事業の追加 〇

27 0 事業の削除

3 2 〇

10 5 〇

当初計画
最終変更

計画
当初計画

事業効果分析調査
都市再生整備計画
の事業効果を分析

事業活用調査

地域創造
支援事業

公共桟橋整備

拠点駐車場付随施設整備

最終変更計画

（参考）関連事業

事業
細項目

提案事業

細項目
事業

地域協議体活動
魅力的な観光地形
成のため事業推進
体制を整備

当初計画

事業内容

桧原湖に公共桟橋
を整備

まちづくり
活動推進事業

事業費

備考進捗状況及び所見事業箇所名

※１：事業費の大幅変更、新規追加がある場合は理由を明記のこと

事業期間

最終変更計画

都市再生整備計画に記載した
まちづくり目標、目標を定量化する指標、数値目標等への影響

事後評価時の完成状況

駐車場にトイレ・休憩
所を整備

当初計画からの
変更の概要 ※1

（事業の削除・追加を含む）事業内容



添付様式２－①　都市再生整備計画に記載した数値目標の達成状況

（ア） （イ） （ウ）

単位
基準
年度

基準
年度

目標
年度

あり なし

確定 〇
見込み

確定 〇

見込み

確定

見込み

確定

見込み

確定

見込み

指　標

指標１

指標２

指標３

指標４

指標５

4,100 H28

事後評価

指標５

指標４

3,661

事後評価

モニタリング
257 H24 280 H28

282

指標３

指　標

五色沼入口観光プラザ前に大型駐車場が整備され、裏磐梯地区全体の駐車容量が増加したことにより、円滑
な交通に貢献したものと考える。

指標１ 万人/年福島県観光客入込状況調査

指標２ 道路交通量 台/12h 全国道路・街路交通情勢調査

観光客入込者数

目標達成度○△×の理由
（達成見込み「あり」とした場合、その理由も含む）

観光客が必ず立ち寄る五色沼周辺に五色沼入口観光プラザ内にトイレや休憩室、観光案内コーナー等が整
備されたことにより、観光客の周遊性が向上したものと考える。

H24

その他特記事項
（指標計測上の問題点、課題等）

事後評価

モニタリング

事後評価6,036

事後評価

モニタリング

事後評価

モニタリングモニタリング

モニタリング モニタリング

モニタリング

〇

事後評価

データの計測手法と
評価値の求め方

（時期、場所、実施主体、
対象、具体手法等）

（参考）※１

計画以前の値 従前値 目標値
1年以内の

達成見込みの
有無目標達成度※２数値（エ）

モニタリング

〇事後評価 事後評価

事後評価

モニタリング

※１ 計画以前の値 とは、都市再生整備計画の作成より以前（概ね10年程度前）の値のことをいう。
※２ 目標達成度の記入方法

○ ：評価値が目標値を上回った場合
△ ：評価値が目標値には達していないものの、近年の傾向よりは改善していると認められる場合
× ：評価値が目標値に達しておらず、かつ近年の傾向よりも改善がみられない場合



添付様式２－②　その他の数値指標（当初設定した数値目標以外の指標）による効果発現の計測

（ア） （イ）

単位
基準
年度

基準
年度

モニタリング

確定
見込み

モニタリング

確定

見込み

モニタリング

確定

見込み
※１　計画以前の値　とは、都市再生整備計画の作成より以前（概ね10年程度前）の値のことをいう。

添付様式２－参考記述　定量的に表現できない定性的な効果発現状況

その他の
数値指標１

その他の
数値指標２

その他の
数値指標３

事後評価

事後評価

指　標

（参考）※１

計画以前の値 従前値データの計測手法と
評価値の求め方

（時期、場所、実施主体、
対象、具体手法等）

数値（ウ）

事後評価

本指標を取り上げる理由
その他特記事項

（指標計測上の問題点、課題
等）



（２） 実施過程の評価

・本様式は、都市再生整備計画への記載の有無に関わらず、実施した事実がある場合には必ず記載すること。

添付様式３－①　モニタリングの実施状況

都市再生整備計画に記載した内容
又は、実際に実施した内容

今後の対応方針等

予定どおり実施した

予定はなかったが実施した

予定したが実施できなかった
(理由　　　　　　　　　　　　）

予定どおり実施した

予定はなかったが実施した

予定したが実施できなかった
(理由　　　　　　　　　　　　）

添付様式３－②　住民参加プロセスの実施状況

都市再生整備計画に記載した内容
又は、実際に実施した内容

今後の対応方針等

予定どおり実施した ●

予定はなかったが実施した

予定したが実施できなかった
(理由　　　　　　　　　　　　）

予定どおり実施した

予定はなかったが実施した

予定したが実施できなかった
(理由　　　　　　　　　　　　）

添付様式３－③　持続的なまちづくり体制の構築状況

ⅰ．体制構築に向けた取組内容 ⅱ．まちづくり組織名：組織の概要

予定どおり実施した

予定はなかったが実施した

予定したが実施できなかった
(理由　　　　　　　　　　　　）

予定どおり実施した

予定はなかったが実施した

予定したが実施できなかった
(理由　　　　　　　　　　　　）

実施状況

実施頻度・実施時期・実施結果

実施頻度・実施時期・実施結果

実施頻度・実施時期・実施結果実施状況

【実施頻度】
平成30年２月22日（木）　1回開催
【実施結果】
裏磐梯地区における観光まちづくりをテーマとしたワークショップを開催し、地域住
民より都市再生整備事業で整備した施設の利活用方法等について意見を伺った。

都市再生整備計画に記載した内容
又は、実際に実施した内容

構築状況 今後の対応方針等

まちづくり活動推進事業における住民参加
（ワークショップ）



（３） 効果発現要因の整理

添付様式４－①　効果発現要因の整理にかかる検討体制

添付様式４－②　数値目標を達成した指標にかかる効果発現要因の整理

種別
指標改善

への
貢献度

指標改善
への

貢献度

指標改善
への

貢献度

指標改善
への

貢献度

△ △

△ △

◎ ◎

◎ ○

○ －

－ －

五色沼入口観光プラザや（仮）
裏磐梯多目的グラウンドなどの
利活用により、さらなる観光客
の獲得につなげる。

観光客が必ず立ち寄る
五色沼周辺に新たにト
イレや休憩室、観光案
内コーナーが整備され
たことにより、観光客の
周遊性が向上したと考
えられる。また、原発事
故に伴う風評被害払拭
に向けた各観光施設の
取組や、お得な宿泊補
助券「裏磐梯ハッピート
ラベルチケット」の企
画・販売なども、目標値
を上回った要因と考え
られる。

村道五色沼線

拠点駐車場付随施設整備（トイレ・休憩室）

今後の活用

※指標改善への貢献度
　◎ ：事業が効果を発揮し、指標の改善に直接的に貢献した。
  ○ ：事業が効果を発揮し、指標の改善に間接的に貢献した。
  △ ：事業が効果を発揮することを期待したが、指標の改善に
　　　　貢献しなかった。
   －：事業と指標の間には、もともと関係がないことが明確
        なので、評価できない。

総合所見総合所見

指標２

五色沼入口観光プラザを拠点と
して観光客の周遊性の向上を
図る。

指標○

総合所見

名称等 検討メンバー

指標の種別

指　標　名

事業名・箇所名

拠点駐車場・広場

実施時期 担当部署

観光客入込者数

総合所見

総務企画課企画室平成30年１月

指標○

道路交通量

大型駐車場が整備さ
れ、裏磐梯地区全体の
駐車容量が増加したこ
とにより、円滑な交通に
貢献したものと考えら
れる。また、平成25年7
月より、村内等が路線
に含まれる観光有料道
路３路線が恒久的に無
料開放されたことも交
通量増加の要因と考え
られる。

関連事業

基幹事業

提案事業

事業効果分析調査

地域協議体活動（まちづくり活動推進事業）

指標１

総務企画課企画室
建設課
商工観光課

庁内の横断的な組織

（仮）裏磐梯多目的グラウンド



添付様式４－③　数値目標を達成できなかった指標にかかる効果発現要因の整理

種別
目標

未達成へ
の影響度

要因の
分類

目標
未達成へ
の影響度

要因の
分類

目標
未達成へ
の影響度

要因の
分類

目標
未達成へ
の影響度

要因の
分類

※目標未達成への影響度
××：事業が効果を発揮せず、
　　　　指標の目標未達成の直接的な原因となった。
   ×：事業が効果を発揮せず、
      　指標の目標未達成の間接的な原因となった。
   △：数値目標が達成できなかった中でも、
       ある程度の効果をあげたと思われる。
   －：事業と指標の間には、もともと関係がないことが
        明確なので、評価できない。

※要因の分類
　分類Ⅰ：内的な要因で、予見が可能な要因。
　分類Ⅱ：外的な要因で、予見が可能な要因。
　分類Ⅲ：外的な要因で、予見が不可能な要因。
　分類Ⅳ：内的な要因で、予見が不可能な要因。

指標○

総合所見

指標○指標○

事業名・箇所名

指標の種別

改善の方針
（記入は必須）

総合所見総合所見

指標○

総合所見

指　標　名

提案事業

関連事業

基幹事業



（４） 今後のまちづくり方策の作成

添付様式５－①　今後のまちづくり方策にかかる検討体制

添付様式５－②　まちの課題の変化

担当部署

総務企画課企画室

実施時期

平成30年２月22日（木）

検討メンバー

行政区長、裏磐梯観光協会、NPO法人裏磐
梯エコツーリズム協会、裏磐梯ビジターセン
ター、村内宿泊施設経営者

達成されたこと（課題の改善状況）

名称等

駐車場の容量問題から周辺
の道路で渋滞が発生し、観光
客の円滑な流れが確保できな
い

まちづくりワークショップ

・新たな駐車場の整備により、駐車場不足の解消や慢
性的な渋滞の緩和が図られた。

事業前の課題
都市再生整備計画に記載

したまちの課題

原発事故に伴う風評被害によ
り観光客数の減少

・五色沼入口観光プラザが整備され、五色沼周辺の散
策がしやすくなり、観光客の増加につながった。

これを受けて、改善策にかかる今後のまちづくり方策を
添付様式5-③B欄に記入します。

これを受けて、成果の持続にかかる今後のまちづくり方
策を添付様式5-③A欄に記入します。

残された未解決の課題
事業によって発生した

新たな課題



添付様式５－③　今後のまちづくり方策

■様式５－③の記入にあたっては、下記の事項を再確認して、これらの検討結果を踏まえて記載して下さい。（チェック欄）

● 交付金を活用するきっかけとなったまちづくりの課題（都市再生整備計画）を再確認した。

● 事業の実施過程の評価（添付様式３）を再確認した。

● 数値目標を達成した指標にかかる効果の持続・活用（添付様式４－②）を再確認した。

● 数値目標を達成できなかった指標にかかる改善の方針（添付様式４－③）を再確認した。
● 残された課題や新たな課題（添付様式５－②）を再確認した。

添付様式５－参考記述　今後のまちづくり方策に関するその他の意見

なるべく具体的に記入して下さい。フォローアップ又は次期計画等
において実施する改善策

を記入します。

・未達成の目標を達成するた
めの改善策
・未解決の課題を解消するた
めの改善策
・新たに発生した課題に対す
る改善策

B欄
改　善　策

改善する事項

効果を持続させるための基本的な考え方

五色沼入口観光プラザを拠点とした裏磐梯地区の観光周遊ルートの確
立

効果の持続を図る事項

都市再生整備事業で整備した施設の利活用

想定される事業

・新たな駐車場の整備
・ワークショップの開催などにより多様な意見の集約

想定される事業改善策の基本的な考え方

A欄
効果を持続させるため

に行う方策



添付様式５－④　目標を定量化する指標にかかるフォローアップ計画

単位 年度 予定時期 計測方法 その他特記事項

確定 ○ あり

見込み なし

確定 ○ あり

見込み なし

確定 あり

見込み なし

確定 あり

見込み なし

確定 あり

見込み なし

確定

見込み

確定

見込み

確定

見込み

観光客入込者数万人/年

H

○

○

280

4,100 H28

目標値
1年以内の

達成見込みの
有無

評価値
目標

達成度年度

・フォローアップの要否に関わらず、添付様式２－①、２－②に記載した全ての指標について記入して下さい。
・従前値、目標値、評価値、達成度、１年以内の達成見込みは添付様式２－①、２－②から転記して下さい。

従前値

・評価値が「見込み」の全ての指標、目標達成度が△又は×の指標、１年以
内の達成見込み「あり」の指標について、確定値を求めるためのフォローアッ
プ計画を記入して下さい。

指　標

その他の
数値指標２

指標５ H

指標４

指標２ 台/12h

H

257 H24

3,661 H24

H28指標１ 282

6,036

フォローアップ計画

道路交通量

H

H

H

H

H

指標３

その他の
数値指標１

その他の
数値指標３

H



添付様式６　当該地区のまちづくり経験の次期計画や他地区への活かし方

・下表の点について、特筆すべき事項を記入します。

要因分析 次期計画や他地区への活かし方

うまくいった点

うまく
いかなかった点

目標数値は達成できたが、都市再生整備事業以外の要因も大きかったため、本事業が目標達成
にどの程度寄与したか正確に把握することが難しかった。

うまくいった点

うまく
いかなかった点

うまくいった点
観光産業に携わる方をワークショップのメンバーに加えたことで、裏磐梯地区における観光振興
の課題や具体的な解決策等を確認することができた。

うまく
いかなかった点

うまくいった点

うまく
いかなかった点

うまくいった点

うまく
いかなかった点

添付様式６－参考記述　今後、都市再生整備計画事業の活用予定、又は事後評価を予定している地区の名称（当該地区の次期計画も含む）

項目

数値目標
・成果の達成

住民参加
・情報公開

その他

ＰＤＣＡによる事業
・評価の進め方

数値目標と
目標・事業との

整合性等



（５） 事後評価原案の公表

添付様式7　事後評価原案の公表

公表方法 具体的方法 公表期間・公表日 意見受付期間 意見の受付方法 担当部署

インターネット 村ホームページ 平成30年3月19日（月） 1週間

広報掲載・回覧・個別配布

説明会・ワークショップ

その他

住民の意見

特になし

総務企画課企画室電話、FAX、メール



（６） 評価委員会の審議

添付様式８　評価委員会の審議

実施時期 担当部署 委員会の設置根拠 委員会の母体組織

学識経験の
ある委員

その他
の委員

方法書

成果の評価

実施過程の評価

効果発現要因の整理

事後評価原案の公表の妥当
性

その他

事後評価の手続きは妥当に
進められたか、委員会の確認

今後のまちづくり方策の作成

フォローアップ

その他

今後のまちづくり方策は妥当
か、委員会の確認

委員構成

その他

今後のまち
づくりについ
て審議

事後評価手
続き等にか
かる審議

審議事項※１ 委員会の意見

未実施



※１　審議事項の詳細は「まちづくり交付金評価委員会チェックシート」を参考にしてください。



（７） 有識者からの意見聴取

添付様式９　有識者からの意見聴取

実施時期 担当部署

未実施

有識者の意見

・この様式は、効果発現要因の整理（添付様式５）、今後のまちづくり方策の検討（添付様式６）、評価委員会の審議（添付様式９）以外の機会に、市町村が任意に
有識者の意見聴取を行った場合に記入して下さい。

意見聴取した有識者名・所属等



都市再生整備計画

裏磐梯
う ら ば ん だ い

地区

福島
ふ く し ま

県　北塩原村
き た し お ば ら む ら

平成２９年７月



都市再生整備計画の目標及び計画期間

市町村名 地区名 面積 850 ha

平成 25 年度　～ 平成 29 年度 平成 25 年度　～ 平成 年度

目標

目標設定の根拠
まちづくりの経緯及び現況

課題

将来ビジョン（中長期）

目標を定量化する指標

単　位 基準年度 目標年度

人/年 H22 H29

台/年 H22 H29交通量 道路交通センサスによる自動車類交通量（国道４５９号） 裏磐梯地域への観光の交通手段は自動車によるため 3,661台/12h 4,100台/12h

観光客入込者数 裏磐梯地域観光入込調査による観光客入込者数 風評被害により減少した観光入込者数の回復を数値で比較する 257万人 280万人

【大目標】　湖を核とした新たな観光ブランドの確立と観光施設の再整備によるおもてなしの観光地・裏磐梯の形成
　＜目標１＞風評被害の払しょくによる震災前水準への観光客入込数の回復
　＜目標２＞観光基盤施設の整備による魅力あるツーリズム活動が可能な観光地づくり
　＜目標３＞村民・観光客に安全・安心な観光地づくり

【北塩原村の現状】
・本村は、福島県の北西部に位置し、総面積は２３４.０８k㎡で、東西２２.５㎞、南北１９.３㎞に渡っており、地形的には標高200～300ｍの北山地区、400～500ｍの大塩地区、800～1,000ｍの桧原・裏磐梯地区の三地域に大きく分かれている。地理的に
は、南東に磐梯山、東は西大巓・西吾妻山が連なり、また、高曽根山より源を発する大塩川が縦走し、流域にほ場が整備され田園風景が形成されている。
・明治21年（西暦1888年）の磐梯山大噴火により、吾妻川、大川入川、小野川、中津川などが堰き止められ、桧原湖、五色沼などの300とも言われる湖沼群が生まれ、周囲の山々が四季折々に織り成す美しい自然景観を創り出している。当該地域は、昭
和25年に国立公園に指定され、県内随一の観光地となり、平成22年度には国立公園指定60周年を迎えている。また、磐梯山地域は、平成２３年度に日本ジオパークに指定され、今後は世界ジオパークの認定を目指している。
・気候は北日本型の積雪寒冷地帯であり、北山・大塩地区は、盆地型気候、桧原・裏磐梯地区は、夏涼しく冬には雪深い、山地特有の気候となっている。
・北山～大塩～桧原には、戦国時代の山城跡や旧米沢街道などの歴史資源が数多く残され、高原野菜が広がる早稲沢地区の農村景観とともに、「日本で最も美しい村」連合の登録資源となっている。
・農業と観光が村の基幹産業である。北山地区では、稲作と産地指定を受けているアスパラやキュウリなど施設園芸を中心とした農業経営が盛んで、製造業の工場や事務所も集積している。大塩地区では、大塩裏磐梯温泉の旅館経営のほか中山間地
域での小規模兼業農家が大部分を占める。桧原地区では標高と高冷気候を活用した高原野菜の生産と直売のほか、民宿経営など、農業と観光が一体化している。裏磐梯地区は豊かな自然環境を資源として、観光が産業の中心となっている。

【裏磐梯地区の現状】
・観光形態の変化や多様なニーズなど観光を取り巻く環境の変化により、最盛期の360万人の観光入込から、現在では260万人に減少している。
・道路、宿泊施設、観光関連施設など観光インフラの整備は高水準にあるが、地域の資源と特色を活用したツアー商品の開発により、より経済効果の高い宿泊に結び付けることが課題となっている。
・東日本大震災に伴う東京電力福島第一原子力発電所事故による風評被害により、震災直後には教育旅行のキャンセルが相次ぐなど深刻な事態となり、安全の確保が優先される教育旅行については、依然として回復に至っていない。
　また、観光入込数の激減により、観光産業は大きな打撃を受けており、観光入込数の回復が急務となっている。
・H12に桧原地区に陸上グラウンド（スポーツパーク桧原湖）を整備し、東日本各地から実業団・大学・高校の陸上長距離の合宿等で年間約5,000人の利用がある。しかし、村内における合宿誘客の施設は当該地区のみであり、裏磐梯地区の宿泊施設か
らスポーツ合宿誘致を推進するたの施設整備が要請されている。

・原発事故に伴う風評被害により観光客数が激減している。地区住民の大部分は観光産業に従事しているため、観光への影響は住民生活に直接の被害を及ぼしている。また、事故から1年6か月経過し被災地応援・支援の機運が低下（風化）している。
・五色沼周辺は、観光客が必ず立ち寄る観光の中心地であり、観光地・裏磐梯の「顔」となっているが、放置された建築物が存在し景観を大きく阻害している。また、駐車場の容量問題から周辺の道路で渋滞が発生し、観光客の円滑な流れが確保できな
い。
・地震や火山防災など、東日本大震災を教訓として、観光地における安全と安心を確保するための対策を講じる必要がある。
・スポーツ施設を裏磐梯地区にも整備することで、「合宿の郷」として桧原湖周辺地域全体の知名度・認知度・魅力を高め、宿泊者数の増加を図る必要がある。

・村の最上位計画である「第四次総合振興計画」を平成24年度から平成28年度までの５か年を計画期間としてスタートした。「元気であったか・こぞって創るいい村」を基本理念として、歴史・風土・景観など地域の資源の活用を住民と行政、関係団体等が
一体となって取り組み、特色のあるむらづくりを目指している。観光の分野では、自然環境・自然景観の保全とそれを活用したむらづくり、観光基盤の整備、観光入込客数と宿泊者数の増加を図るための施策を体系化している。
・裏磐梯の顔・玄関である五色沼入口をきれいにし、人が集まり、宿泊して、滞在する観光地づくりを目指して、中期的（５か年度）な視点に立った裏磐梯の再整備を計画する。

指　　標 定　　義 目標と指標及び目標値の関連性 従前値 目標値

都道府県名 福島県 北塩原村 裏磐梯地区

計画期間 交付期間 29



都市再生整備計画の整備方針等

計画区域の整備方針

その他

・【整備方針３】村民が安全に暮らせ、観光客が快適で安心して訪れることのできるむらづくり

　東日本大震災を教訓とした新たな地域安全対策として、緊急時の避難場所にも活用できる観光施設を整備する。
　関連事業として老朽化した防災無線をデジタル化して再整備することによって、村民及び観光客の安全を確保する。

【基幹事業】
　（スポーツ公園整備事業）
【提案事業】
　地域協議体活動事業
【関連事業】
　防災無線デジタル化事業

方針に合致する主要な事業
・【整備方針１】観光入込客数・宿泊者数の回復のための受け皿となる観光施設等の整備

　裏磐梯の安全・安心をアピールを推進し、美しい自然景観と共生する観光施設を活用するとともに、特色を生かした新たな観光資源を発掘する。
　季節ごとに開催されるイベントは屋外での実施が多く、多目的広場を整備することで、合宿誘致など宿泊者数の増加が見込まれる。

【基幹事業】
　スポーツ公園整備事業
【提案事業】
　地域協議体活動事業
【関連事業】
　バス停留所再整備事業・【整備方針２】多くの観光客が集まる観光拠点での基盤施設の整備

　裏磐梯の玄関口・顔である「五色沼」周辺の再整備と交通環境の改善を図り、観光地にふさわしい拠点づくりを進める。このため景観を阻害する建築物を
取り壊し広場を整備し、五色沼周辺の散策者の憩いの空間を整備するとともに、新たな駐車場の整備、道路再整備及び関連事業による交差点改良を実施
し、交通の円滑化を図る。
　また、駐車場には休憩室、トイレを新設し、観光客の利便性の向上を図る。さらに、探勝路・ランニングコース整備や地域協議体活動を通して、多様なニー

【基幹事業】
　拠点駐車場整備事業・広場整備事業　村道整備事業（五色沼線）
【提案事業】
　地域協議体活動事業、拠点駐車場付随施設整備
【関連事業】
　小野川湖西岸探勝路整備、ランニングコース整備事業、国道459号五色沼交差点改良



様式３　目標を達成するために必要な交付対象事業等に関する事項

（金額の単位は百万円）
基幹事業

（参考）全体 交付期間内 交付対象 費用便益比
開始年度 終了年度 開始年度 終了年度 事業費 事業費 うち官負担分 うち民負担分 事業費 Ｂ／Ｃ

道路 北塩原村 直 L=340m H27 H29 H27 H29 60 60 60 60 -

公園 北塩原村 直 A=35,000㎡ H25 H29 H25 H29 266 266 266 266 -

古都保存・緑地保全等事業

河川

下水道

駐車場有効利用システム

地域生活基盤施設 北塩原村 直 - H25 H26 H25 H26 168 129 129 129 -

高質空間形成施設

高次都市施設

中心拠点誘導施設

生活拠点誘導施設

高齢者交流拠点誘導施設

既存建造物活用事業（高次都市施設）

土地区画整理事業

市街地再開発事業

住宅街区整備事業

バリアフリー環境整備事業

優良建築物等整備事業

拠点開発型

沿道等整備型

密集住宅市街地整備型

耐震改修促進型

街なみ環境整備事業

住宅地区改良事業等

都心共同住宅供給事業

公営住宅等整備

都市再生住宅等整備

防災街区整備事業

合計 494 455 455 0 455 1.7 …A

提案事業（継続地区の場合のみ記載）

（参考）全体 交付期間内 交付対象
開始年度 終了年度 開始年度 終了年度 事業費 事業費 うち官負担分 うち民負担分 事業費

北塩原村 直 A=220㎡ H28 H28 H28 H28 110 110 110 110

直 － H29 H29 H29 H29 3 3 3 3

－

直 － H25 H29 H25 H29 5 5 5 5

－

合計 118 118 118 0 118 …B

合計(A+B) 573
（参考）関連事業

直轄 補助 地方単独 民間 開始年度 終了年度
北塩原村 総務省 ○ H24 H27 500

北塩原村 ○ H27 H27 12

バス会社 ○ H29 H29 10

福島県 ○ H22 H29 300

北塩原村 ○ H22 H29 130

合計 952

防災無線デジタル化事業 村全域

小野川湖西岸探勝路整備 裏磐梯地区

バス停留所再整備 裏磐梯地区

地域自主戦略交付金事業（交差点改良） 裏磐梯地区（五色沼入口交差点）

ランニングコース整備事業 裏磐梯地区

事業 事業箇所名 事業主体 所管省庁名 規模
（いずれかに○） 事業期間

全体事業費

事業活用調
査

事業効果分析調査 －

－

まちづくり活
動推進事業

地域協議体活動 －

－

規模
（参考）事業期間 交付期間内事業期間

細項目

地域創造
支援事業

拠点駐車場付随施設整備 トイレ、休憩室

事業 事業箇所名 事業主体 直／間

住宅市街地
総合整備
事業

連携生活拠点誘導施設

村道五色沼線

蛇平（スポーツ公園）

拠点駐車場整備・広場整備

交付対象事業費 573 交付限度額 229 国費率 0.4

事業 事業箇所名 事業主体 直／間 規模
（参考）事業期間 交付期間内事業期間

細項目

統合したB／Cを記入してください


